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評価方法＼観点

　研究内容を十分理解し、計画立て、意欲的に取り組みができて
いるか。研究内容への興味関心が強く、作業に積極的に参加して
いるか。開始時間を厳守し、正規の服装でできているか。

課題研究

　農業分野に関する課題を設定し、課題に向けて取り組む中で、専門的な知識と技術を深
めるとともに思考力、判断力や実践的な能力と態度を身につける。体験学習や専門教科と
のかかわりを通して農業や中でも畜産に関する知識技術を深く修得できるようにする。
　プレゼンテーション能力を身につけることは、現代社会で強く求められていることであ
り、パソコンを活用して研究をまとめ発表を行う。

○　次の四つの観点に基づき、学習内容のまとまり（定期考査までを学習のひとまとま
り）ごとに下の評価規準により評価を行い、学年末に５段階の評定に総括します。

学科･学年 畜産総合単位

―

学習意欲・態度

研究レポート

研究内容を十分理解し、計画立て、意欲的に取り組みができてい
るか。
場面ごとに適切な判断ができ、自主性をもった行動が取れるか。

　研究内容における基本的な技術を身につけ、明確な内容である
か。また、研究内容を記録・整理しその取り組みをまとめること
ができるか。集団での取り組みにおける協調性と意思疎通が十分
にできているか。

研究における基本的な内容を十分理解し、基礎的な知識を幅広く
身につけているか。
研究の成果を発表する。

学習状況観察

①関心・意欲・態度

②思考・判断

③技能・表現

④知識・理解

副 教 材 等

④

◎

◎

◎

履 修 上
の 注 意

科 目 名

使用教科書

学 習 目 標

学 習 評 価

　教科内容は協調性や意欲、集団の中での作業が中心となります。〔服装・礼儀・協調
性・安全衛生意識〕さらに、時間を守ることも重要です。

※表中の◎は観点の中でより重視するところです。
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学 習 内 容 学 習 の ね ら い 学習活動（評価方法）

テーマの説明・決定 研究内容テーマの説明 自分にあったテーマの説
研究への取り組み 明を参考にして選択する。

研究への取り組み テーマに基づいた研究や 研究に対して意欲的に取

解決能力や創造性、自発
実験をしていく中で問題

研究の記録や情報収集に されているか。
性を高める。

く研究が進めるような態
度を育てる。

　　　　↓

研究への取り組み

解決能力や創造性、自発
性を高める。

テーマに基づいた研究や
実験をしていく中で問題

度を育てる。

研究の記録や情報収集に
心掛けるとともに効率よ

研究前半を振り返り実施
計画を練り直す。

年間の研究内容を整理し

く研究が進めるような態

課題研究の解決すること

研究内容のまとめ作成・発表

＊なお、今年度は、①牛に関する研究
②豚に関する研究、③鶏に関する研究
④畜産物加工に関する研究の４つの課
題テーマで班を編成し調査研究に取り
組みます。
　また、調査研究のため校外で活動す
ることも比較的多くあります。さらに
定時の時間割のほか、夏休みなどの長
期休業中や放課後等も活動することが
あります。

　　合　　計

心掛けるとともに効率よ

り組みができているか。

レポートがきれいに整理

研究発表会（プレゼン
テーション）の実施。
　　　　　↓

全員で協力しあって問題
の解決、研究内容のまと
めができているかを１・
２年生の後輩の評価も含
め審査する。

レポートがきれいに整理
されているか。

中間のまとめ
（中間報告書の作成）

つける。
での達成感や自信を身に
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